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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 6,984 43.3 837 ― 788 ― 891 ―

22年3月期 4,874 △21.2 3 ― 5 ― △65 ―

（注）包括利益 23年3月期 896百万円 （444.8％） 22年3月期 164百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 101.83 ― 12.5 8.7 12.0
22年3月期 △7.19 ― △1.0 0.1 0.1

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 9,623 7,590 78.4 866.12
22年3月期 8,538 6,796 79.1 769.67

（参考） 自己資本   23年3月期  7,546百万円 22年3月期  6,755百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 485 128 △104 1,876
22年3月期 267 80 △315 1,372

2.  配当の状況 

平成23年３月期期末配当金の内訳  普通配当 15円00銭  記念配当 5円00銭 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00 70 ― 1.1
23年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00 174 19.6 2.4

24年3月期(予想) ― 0.00 ― 20.00 20.00 34.3

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,580 15.6 350 9.2 350 13.1 260 △26.9 29.71
通期 7,500 7.4 880 5.1 880 11.6 510 △42.8 58.27



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、15ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 9,900,000 株 22年3月期 9,900,000 株

② 期末自己株式数 23年3月期 1,187,073 株 22年3月期 1,122,573 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 8,751,614 株 22年3月期 9,076,813 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 6,823 43.6 800 ― 771 ― 885 ―

22年3月期 4,750 △21.4 47 ― 55 ― △165 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 101.17 ―

22年3月期 △18.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 9,606 7,606 79.2 873.05
22年3月期 8,505 6,808 80.0 775.65

（参考） 自己資本 23年3月期  7,606百万円 22年3月期  6,808百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表の監査手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、２ペー
ジ「１．経営成績（１)経営成績に関する分析 次期の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 
  ① 当期の経営成績 
    当連結会計年度における我が国経済は、政府による景気対策及び中国をはじめとするアジア諸国

を中心とした需要の増加等に支えられ全般的に回復基調にありましたが、円高懸念や東日本大震災
による影響等により、先行きに不透明な状況が続いております。 

    一方、当社グループが属する電子計測器、電源機器等の業界におきましても需要に回復の動きが
あり、当社グループは環境・エネルギー関連市場向け新製品の開発、積極的なソリューション営業
活動を行うと共に、原価低減と経費節減に努力を重ねてまいりました。 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は69億８千４百万円（前年同期比43.3％増）、営業利益は
８億３千７百万円(前年同期は３百万円の営業利益)、経常利益は７億８千８百万円(前年同期は５百
万円の経常利益)、当期純利益は８億９千１百万円(前年同期は６千５百万円の当期純損失)となりま
した。 
また、東日本大震災においては、大きな人的及び生産設備等への被害は発生しておりませんが、

当社の本社・技術センター、営業所、工場の一部において建物の損傷等の被害が発生し、復旧等に
要する費用を一括して災害による損失として特別損失に計上いたしました。 

 
    当社グループは、電子計測器、電源機器等の各種電子応用機器の製造、販売を行っているもので

あり、セグメントは単一であります。したがいまして、セグメント情報は開示しておりません。 
    なお、当社グループにおける製品群別事業概況は、次のとおりであります。 
 
  《電子計測器群》 
    環境・エネルギー関連市場向けの部材評価用関連及びデジタル家電やスマートフォンの需要拡大

に牽引された電子部品関連での設備投資が増加したことにより、耐電圧試験器をはじめとする安全
関連試験器の売上を伸ばし、前年実績を上回る結果となりました。 

以上の結果、売上高は16億９千９百万円(前年同期比21.8％増)となりました。 
 
  《電源機器群》 
    自動車電装品及び環境・エネルギー関連市場を重点市場として拡販活動を展開した結果、環境対

応車の評価設備の需要にも支えられ、交流電源と電子負荷装置が順調に売上を伸ばしました。 
また、電子部品や産業機器など多くのユーザーにおいて生産調整による設備投資抑制が緩和され、

需要が拡大し、汎用性の高い電源機器全体の売上を伸ばし、前年実績を上回る結果となりました。 
以上の結果、売上高は49億６千８百万円（前年同期比55.6％増）となりました。 

 
  《サービス・部品等》 
    サービス・部品等につきましては、特記すべき事項はありません。 
    当該サービス・部品等の売上高は、３億１千６百万円(前年同期比10.6％増)となりました。 
 
    上記に含まれる海外市場の事業概況は以下のとおりであります。 
 
  《海外市場》 

中国をはじめとするアジア諸国では自動車市場と環境・エネルギー関連市場に拡販活動を展開し
た結果、政府の景気対策による旺盛な設備需要にも支えられ、安全関連機器や交流電源が順調に売
上を伸ばしました。 

欧米では、代理店への製品研修を実施し販売力の向上を図ると共に、航空宇宙市場とＩＴ機器市
場に交流電源の拡販活動を展開した結果、前年実績を上回ることができました。 

以上の結果、海外売上高は18億１千３百万円(前年同期比45.1％増)となりました。 
 
  ② 次期の見通し 
     次期の見通しといたしましては、中国をはじめとするアジアや新興国の経済成長により景気が

引き続き堅調に推移し設備投資が続くと期待されておりますが、東日本大震災の影響等により当
社グループを取り巻く経営環境は依然として不透明感が続くものと推測しております。 
このような状況のもと、当社グループは、技術革新に伴う製品ライフサイクルの短縮化が一段

と加速される市場環境の中で、多様化するお客様ニーズへ柔軟に対応すべく、引き続き環境・エ
ネルギー分野を重点市場に位置づけ、当社の強みを活かし、計測と電源の両面からより積極的な
ソリューション営業活動を推進するとともに、製品開発のスピードアップと原価低減にも努めて
まいります。 
以上により、売上高は75億円、営業利益は８億８千万円、経常利益は８億８千万円、当期純利

益は５億１千万円を見込んでおります。 
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（２）財政状態に関する分析 

当連結会計年度末における総資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金、たな卸資産の増加等

により、前連結会計年度末に比べ10億８千５百万円増加し、96億２千３百万円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金、賞与引当金の増加等により前連結会計年度末に比べ２億９千１百

万円増加し、20億３千３百万円となりました。 

純資産は、当期純利益の計上等により、前連結会計年度末に比べ７億９千３百万円増加し、75億

９千万円となりました。 

 

  （キャッシュ・フローの状況） 

    当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会

計年度の期末残高に比べ５億４百万円(36.8％)増加し、18億７千６百万円となりました。 

 

   (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

    当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ･フローは、４億８千５百万円(前連結会計年

度２億６千７百万円)となりました。これは、税金等調整前当期純利益６億７千６百万円の計上及び

仕入債務の増加額２億円等による資金の増加が、売上債権の増加額３億１千８百万円及びたな卸資

産の増加額４億４千９百万円等による資金の減少を上回った結果によるものであります。 

 

   (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

    当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ･フローは、１億２千８百万円(前連結会計年

度８千万円)となりました。これは、投資有価証券の売却及び償還３億５千５百万円等による資金の

増加が、投資有価証券の取得１億２千９百万円及び有形固定資産の取得８千９百万円等による資金

の減少を上回った結果によるものであります。 

 

   (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

    当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ･フローは、△１億４百万円(前連結会計年度

△３億１千５百万円)となりました。これは、自己株式の取得３千２百円及び配当金の支払額７千万

円等により資金が減少したことによるものであります。 

 

  （キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

 

  平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

自 己 資 本 比 率 (％) 82.0 79.1 78.4 

時 価 ベ ー ス の 自 己 資 本 比 率 (％) 33.3 46.0 55.2 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 (％) 113.2 95.5 53.7 

インタレスト・カバレッジ・レシオ (倍) 9.9 19.1 23.1 

    (注) 時価ベースの自己資本比率＝株式時価総額／総資産 
      キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
      インタレスト・カバレッジ・レシオ＝営業キャッシュ・フロー／利払い 
    ※ １．各指標は、いずれも連結ベースの財務指標により算出しております。 
      ２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 
      ３．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。 
      ４．営業キャッシュ・フロー及び利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている

「営業活動によるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を使用しております。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社グループは、株主重視の経営を基本とし、株主利益の増大に努めております。 

一方、将来の事業拡大及び収益向上に不可欠な設備投資や研究開発投資の実行に備えた内部留保

の充実をも勘案し、利益配当を決定する方針をとっております。また、自己株式の取得に関しては、

適切な時期に機動的に実施いたします。 

当期の１株当たりの年間配当金につきましては、普通配当を前期比７円増配し、合わせて創立60

周年記念配当５円を加え１株につき20円の期末配当金とさせていただく予定であります。 

次期の配当金につきましては、利益配分に関する基本方針に基づき、１株につき20円の年間配当

金を予定しております。 
 
（４）事業等のリスク 

当社グループの事業その他に影響を及ぼす可能性のあるリスクについては以下のようなものがあ
ります。 

なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末(平成23年３月31日)現在において当
社グループが判断したものであります。 

 
① 経済状況 

当社グループの営業収入における重要な部分を占める電子計測器製品及び電源機器製品の需要
は、当社グループが製品を販売している国または地域経済の影響を受けます。 
したがいまして、当社グループが製品を販売している主要市場における景気後退及びそれに伴

う需要の縮小は、当社グループの業績及び財務状況に悪影響を及ぼす可能性があります。 
 

② 製品開発力 
当社グループは、市場ニーズに的確に対応した魅力ある新製品を開発し続けるよう日々努力し

ておりますが、当社グループの属する電子計測器及び電源機器等の業界は、顧客ニーズの多様化
や急速な変化への対応から、新製品の開発と販売プロセスは、複雑かつ不確実なものとなってお
り、次のような様々なリスクが存在します。 

ａ．新製品開発に必要な資金と資源を、今後とも十分に確保できる保証はありません。 
ｂ．市場からの支持が得られるような新製品の開発を今後も継続できるとは限らず、またこれら製

品の販売が成功する保証はありません。 
ｃ．新たに開発した製品や技術が、独自の知的財産として保護される保証はありません。 
ｄ．急激な技術の進歩と顧客ニーズの変化により、当社グループ製品が市場に受け入れられない可

能性があります。 
上記のリスクをはじめとして、当社グループが業界と市場の変化を十分予測できず、魅力ある

新製品を開発できない場合には、業績と財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 
 

③ 価格競争 
電子計測器及び電源機器等の業界においても、厳しい価格競争は例外ではなく、激化する価格

低減競争の環境下において、当社グループが収益性を保つことができない可能性があります。 
 

④ 為替レートの変動 
当社グループは、製品の輸出の大半を円建てで取引しているため、円高の進行により現地販売

価格が上昇した場合には、当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 
 

⑤ 優秀人材の確保及び人材育成 
当社グループの将来の成長と成功は、有能なエンジニアやキーマンへ依存する部分が大きく、

高い技術力を持ったエンジニアの確保やキーマンの新たな育成が重要であり、その確保・育成が
できなかった場合、当社グループの業績と財務状況及び将来の成長に影響が及ぶ可能性がありま
す。 
一方、高い技術力を持った有能な人材を確保することは、採用コストと人件費を増大させる可

能性があり、また、既存従業員の育成では、継続的な研修コストを増大させる可能性があります。 
このように、これらのコストの増加は、当社グループの業績と財務状況に影響を及ぼす可能性

があります。 
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⑥ 知的財産保護の限界 

当社グループの知的財産は、一部特定の地域において、法的制限により知的財産権が完全にあ
るいは部分的にしか保護されない状況にあります。そのため、第三者による当社グループの知的
財産を使用した類似製品の製造を防止できない可能性があります。 
また、他社が当社グループの技術に類似する技術を開発したり、当社グループの特許権侵害や

企業秘密の模倣または解析調査を防止できない可能性があります。 
さらに、当社グループの製品または技術が、将来的に他社の知的財産権を侵害していると指摘さ
れる可能性があります。 

 
⑦ 製品の欠陥 

当社グループは、品質保証の国際規格の管理基準に従い製品を製造しておりますが、将来的に
リコールが発生しないという保証はありません。 
また、製造物責任賠償については、保険に加入しておりますが、この保険が 終的に負担する

こととなった賠償額を十分にカバーできるという保証はありません。 
大規模なリコールや製造物責任賠償となるような製品の欠陥が発生した場合、通常多額の対応

コストを要し、それとともに当社グループに対する信頼を失墜させることから、当社グループの
業績と財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 

 
⑧ 災害や停電等による影響 

当社グループは、すべての設備において定期的な設備点検を行っておりますが、生産施設で発
生する災害、停電またはその他の中断事象を完全に防止または軽減できる保証はありません。 
また、大規模な災害が発生した場合には、供給元企業が災害等の事由により当社グループの必

要とする数量の部品を予定通り供給できない場合、生産遅延、販売機会損失等が発生し、当社グ
ループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 

 
⑨ 退職給付債務 

当社グループの従業員退職給付費用及び債務は、割引率等数理計算上で設定される前提条件や
年金資産の期待運用収益に基づき算出しております。 
しかしながら、前提条件が実際と異なる場合、または前提条件が変更となった場合、その影響

は累積し、将来期間において認識される費用及び計上される債務に影響を及ぼします。 
また、一層の割引率の低下や運用利回りの悪化は、当社グループの業績と財務状況に影響を及

ぼす可能性があります。 
 
⑩ 海外での事業展開 

当社グループは、中華人民共和国上海市及び米国カリフォルニア州において現地法人を設立し、
事業を展開しておりますが、現地の法的規制、慣習、国際情勢の変化等に起因する予測不能な事
態が発生したような場合、当社グループの業績と財務状況に影響が及ぶ可能性があります。 

 

（５）継続事業の前提に関する重要事項等 
    該当事項はありません。 
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２．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 
    当社グループは、お客様に喜ばれる商品の提供を通じて社会の発展に貢献するため、技術開発力、

マーケティング力の向上に努め、社会環境の変化に対応できる体制を構築し、安定した永続的な発
展を目指しております。 

 
（２）目標とする経営指標 
    当社グループは、厳しい経済情勢が続く中、ソリューションビジネスの拡大と経費節減等に取り

組んでおります。具体的には国際競争力のある製品開発を進め、売上高の拡大と経営効率の向上に
努めてまいります。 

 
（３）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

当社グループが継続的に発展していくためには 「独創技術と品質で お客様のモノづくりに貢献
する グローバル企業を目指す」という経営ビジョンを掲げ、経営資源の効率的投入を盛り込んだ経
営計画に沿って、以下の施策を実施してまいります。 

  ① 技術革新に伴う製品ライフサイクルの短縮化が一段と加速される市場環境の中で、多様化するお
客様ニーズへ柔軟に対応すべく、積極的にソリューション営業活動を進めると共に、製品開発のス
ピードアップと原価低減に引き続き努めてまいります。 

  ② 国内営業活動では、引き続き成長が期待できる環境・エネルギー市場を重点市場として、環境対
応車や太陽光関連機器等の研究開発や品質評価の分野に、積極的にソリューション営業活動を進め
てまいります。 

  ③ 海外営業活動では、お客様の世界的な生産体制の構築が加速するなか、海外代理店への製品教育
とサービス研修を強化すると共に、環境・エネルギー市場と自動車市場を重点市場として営業力強
化を進めてまいります。 

  ④ 複雑化する経営環境の中で、戦略的かつ積極的な経営資源を投入し、効率的で健全な企業経営を
目指すことに努めております。 

さらに、ＩＲ活動の推進に努めて、当社グループの企業価値向上に取り組むと共に、積極的な情
報開示で透明性の高い経営にも注力してまいります。 

  ⑤ お客様満足に向けた品質の確保はもとより、「環境指向による企業価値の向上」を堅持し、設計
から部品調達、製造、販売、サービス、廃棄までの全てのステージで環境影響を考慮した事業活動
を展開し、全てのステークホルダーの皆様に安心・安全を提供いたします。 

 
   以上により、経営基盤の強化充実と業績の向上に努めてまいります。 
 
（４）その他、会社の経営上の重要な事項 
    該当事項はありません。 
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,280,048 1,785,811

受取手形及び売掛金 1,505,925 1,815,270

有価証券 100,040 100,120

商品及び製品 285,014 495,097

仕掛品 245,433 368,136

原材料及び貯蔵品 405,401 510,730

繰延税金資産 66,656 307,836

その他 35,622 37,755

貸倒引当金 △472 △148

流動資産合計 3,923,670 5,420,611

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※1  2,595,415 ※1  2,574,280

減価償却累計額 △1,837,637 △1,898,308

建物及び構築物（純額） 757,778 675,971

機械装置及び運搬具 297,222 295,057

減価償却累計額 △227,792 △218,429

機械装置及び運搬具（純額） 69,429 76,627

工具、器具及び備品 1,428,833 1,468,554

減価償却累計額 △1,297,861 △1,348,346

工具、器具及び備品（純額） 130,971 120,208

土地 1,733,096 1,697,460

リース資産 11,256 11,256

減価償却累計額 △3,877 △6,128

リース資産（純額） 7,379 5,127

建設仮勘定 － 787

有形固定資産合計 2,698,655 2,576,183

無形固定資産 42,193 41,200

投資その他の資産   

投資有価証券 1,261,344 1,032,642

繰延税金資産 1,642 1,305

保険積立金 508,098 482,836

その他 104,698 71,033

貸倒引当金 △2,016 △2,015

投資その他の資産合計 1,873,768 1,585,802

固定資産合計 4,614,616 4,203,185

資産合計 8,538,287 9,623,797
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 515,676 641,892

リース債務 2,363 2,363

未払法人税等 26,169 32,233

未払消費税等 36,254 38,698

賞与引当金 80,871 204,521

役員賞与引当金 － 30,000

製品保証引当金 19,684 23,201

災害損失引当金 － 9,831

その他 260,699 295,077

流動負債合計 941,717 1,277,819

固定負債   

リース債務 5,384 3,020

繰延税金負債 280,713 265,382

退職給付引当金 170,346 138,577

役員退職慰労引当金 7,369 7,769

その他 336,425 341,162

固定負債合計 800,239 755,912

負債合計 1,741,957 2,033,731

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,201,250 2,201,250

資本剰余金 2,737,648 2,737,648

利益剰余金 2,258,273 3,079,223

自己株式 △480,308 △512,396

株主資本合計 6,716,862 7,505,724

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 66,351 81,894

為替換算調整勘定 △27,497 △41,143

その他の包括利益累計額合計 38,854 40,750

少数株主持分 40,613 43,590

純資産合計 6,796,330 7,590,065

負債純資産合計 8,538,287 9,623,797
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
   連結損益計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日) 

売上高 4,874,112 6,984,483

売上原価 ※1  2,674,473 ※1  3,466,239

売上総利益 2,199,639 3,518,243

販売費及び一般管理費 ※2, ※3  2,195,859 ※2, ※3  2,680,975

営業利益 3,779 837,268

営業外収益   

受取利息 3,236 1,849

受取配当金 16,987 22,254

有価証券売却益 505 －

その他 11,009 7,910

営業外収益合計 31,739 32,014

営業外費用   

支払利息 5,865 4,163

売上割引 8,518 15,256

有価証券売却損 － 13,915

為替差損 9,748 24,199

支払手数料 4,005 20,166

その他 1,566 3,217

営業外費用合計 29,705 80,917

経常利益 5,813 788,364

特別利益   

貸倒引当金戻入額 3,829 294

賞与引当金戻入額 24,695 －

製品保証引当金戻入額 34,919 －

固定資産売却益 ※4  1,021 ※4  1,046

投資有価証券売却益 － 23,040

特別利益合計 64,465 24,380

特別損失   

固定資産売却損 ※5  710 ※5  130

固定資産除却損 ※6  1,826 ※6  6,404

減損損失 ※7  10,825 ※7  68,513

災害による損失 － ※8  15,250

事業構造改善費用 160,295 －

投資有価証券評価損 21,240 9,199

会員権評価損 － 36,257

関係会社整理損 2,319 －

特別損失合計 197,217 135,757

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△126,938 676,988

法人税、住民税及び事業税 18,474 21,551

法人税等調整額 △83,708 △238,708

法人税等合計 △65,234 △217,157

少数株主損益調整前当期純利益 － 894,146

少数株主利益 3,547 2,976

当期純利益又は当期純損失（△） △65,250 891,169
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   連結包括利益計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 894,146

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 15,542

為替換算調整勘定 － △13,646

その他の包括利益合計 － 1,896

包括利益 － 896,042

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 893,065

少数株主に係る包括利益 － 2,976
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 2,201,250 2,201,250

当期末残高 2,201,250 2,201,250

資本剰余金   

前期末残高 2,737,648 2,737,648

当期末残高 2,737,648 2,737,648

利益剰余金   

前期末残高 2,462,515 2,258,273

当期変動額   

剰余金の配当 △138,991 △70,219

当期純利益又は当期純損失（△） △65,250 891,169

当期変動額合計 △204,242 820,949

当期末残高 2,258,273 3,079,223

自己株式   

前期末残高 △305,995 △480,308

当期変動額   

自己株式の取得 △174,312 △32,087

当期変動額合計 △174,312 △32,087

当期末残高 △480,308 △512,396

株主資本合計   

前期末残高 7,095,417 6,716,862

当期変動額   

剰余金の配当 △138,991 △70,219

当期純利益又は当期純損失（△） △65,250 891,169

自己株式の取得 △174,312 △32,087

当期変動額合計 △378,555 788,862

当期末残高 6,716,862 7,505,724

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △167,909 66,351

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 234,261 15,542

当期変動額合計 234,261 15,542

当期末残高 66,351 81,894

為替換算調整勘定   

前期末残高 △19,420 △27,497

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,077 △13,646

当期変動額合計 △8,077 △13,646

当期末残高 △27,497 △41,143
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △187,329 38,854

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 226,183 1,896

当期変動額合計 226,183 1,896

当期末残高 38,854 40,750

少数株主持分   

前期末残高 37,066 40,613

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,547 2,976

当期変動額合計 3,547 2,976

当期末残高 40,613 43,590

純資産合計   

前期末残高 6,945,154 6,796,330

当期変動額   

剰余金の配当 △138,991 △70,219

当期純利益又は当期純損失（△） △65,250 891,169

自己株式の取得 △174,312 △32,087

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 229,730 4,872

当期変動額合計 △148,824 793,735

当期末残高 6,796,330 7,590,065
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純
損失（△）

△126,938 676,988

減価償却費 185,943 172,013

減損損失 10,825 68,513

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,829 △294

退職給付引当金の増減額（△は減少） 946 △31,769

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 400 400

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,534 123,650

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 30,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） △38,437 3,517

受取利息及び受取配当金 △20,941 △25,894

支払利息 14,384 19,419

有価証券売却損益（△は益） △505 13,915

投資有価証券売却損益（△は益） － △23,040

投資有価証券評価損益（△は益） 21,240 9,199

会員権評価損 － 36,257

災害による損失 － 15,250

事業構造改善費用 160,295 －

関係会社整理損 2,319 －

売上債権の増減額（△は増加） △246,511 △318,816

たな卸資産の増減額（△は増加） 175,029 △449,991

仕入債務の増減額（△は減少） 139,844 200,622

その他 26,129 49,059

小計 261,660 569,000

利息及び配当金の受取額 21,023 25,855

利息の支払額 △14,048 △21,015

法人税等の支払額 △3,087 △18,030

法人税等の還付額 92,004 －

事業構造改善費用の支払額 △89,622 △70,673

営業活動によるキャッシュ・フロー 267,930 485,137

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △4,244 △1,011

定期預金の払戻による収入 17,823 －

有形固定資産の取得による支出 △29,437 △89,663

投資有価証券の取得による支出 △71,134 △129,176

投資有価証券の売却及び償還による収入 157,700 355,881

その他 9,732 △7,582

投資活動によるキャッシュ・フロー 80,440 128,446

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △174,312 △32,087

リース債務の返済による支出 △2,363 △2,363

配当金の支払額 △139,183 △70,517

財務活動によるキャッシュ・フロー △315,859 △104,968

現金及び現金同等物に係る換算差額 284 △3,784

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,795 504,831

現金及び現金同等物の期首残高 1,339,296 1,372,092

現金及び現金同等物の期末残高 ※  1,372,092 ※  1,876,923
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（５）継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

  ① 連結の範囲に関する事項 

     すべての子会社を連結しております。 

     連結子会社の数   ３社 

     連結子会社の名称  フジテック株式会社 

               菊水貿易(上海)有限公司 

               KIKUSUI AMERICA,INC. 

 

  ② 持分法の適用に関する事項 

     該当事項はありません。 

 

  ③ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

     連結子会社のうち、菊水貿易(上海)有限公司の決算日は12月31日であります。 

     連結財務諸表の作成に当たっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引に

ついては、連結上必要な調整を行っております。 

 

  ④ 会計処理基準に関する事項 

   ａ．重要な資産の評価基準及び評価方法 

    ア．有価証券 

       その他有価証券 

        時価のあるもの 

         決算期末日の市場価格等に基づく時価法 

          (評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

        時価のないもの 

         移動平均法による原価法 

    イ．たな卸資産 

       評価基準は主として原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。 

     ⅰ．商品・製品・原材料 

        主として総平均法による原価法 

     ⅱ．仕掛品 

        個別法による原価法 

     ⅲ．貯蔵品 

        主として 終仕入原価法 

   ｂ．重要な減価償却資産の減価償却の方法 

    ア．有形固定資産(リース資産を除く) 

       主として定率法によっております。 

       ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)については、定額法によっており

ます。 

       なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

        建物及び構築物   ８～38年 

        機械装置及び運搬具 ４～11年 

        工具、器具及び備品 ２～15年 

       また、平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産については、償却可能限度額まで償却が終了した

連結会計年度の翌連結会計年度から５年間にわたり備忘価額まで均等償却する方法によっております。 

    イ．無形固定資産(リース資産を除く) 

       定額法によっております。 

       ただし、ソフトウェア(自社利用分)については、社内における見込利用可能期間(５年)による定額法に

よっております。 

    ウ．リース資産 

       所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

        リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

        なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の

ものについては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 
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   ｃ．重要な引当金の計上基準 

    ア．貸倒引当金 

       債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。 

     ⅰ．一般債権 

        貸倒実績率法によっております。 

     ⅱ．貸倒懸念債権及び破産更生債権等 

        財務内容評価法によっております。 

    イ．賞与引当金 

       当社及び国内連結子会社において、年俸制対象者を除いた従業員に対して支給する賞与の支出に充てる

ため、支給見込額基準により計上しております。 

    ウ．役員賞与引当金 

       当社及び国内連結子会社において、役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち

当連結会計年度負担額を計上しております。 

    エ．製品保証引当金 

       当社において、製品の無償保証期間中の修理費用の支出に備えるため、過去の実績を基礎として当連結

会計年度の発生見込額を計上しております。また、個別の無償保証に係る修理費用の支出に備えるため、

その見積額を計上しております。 

    オ．退職給付引当金 

       当社及び国内連結子会社において、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上し

ております。 

       過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)による定額

法により、発生時より費用処理しております。 

       数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(５年)による定額法により、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。 

    カ．役員退職慰労引当金 

       国内連結子会社において、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく連結会計年度末要支給

額を計上しております。 

    キ．災害損失引当金 

東日本大震災により被災した資産の復旧等に要する費用又は損失に備えるため、当連結会計年度末にお

ける見積額を計上しております。 

   ｄ．連結財務諸表の作成の基礎となった連結会社の財務諸表の作成に当たって採用した重要な外貨建の資産又は

負債の本邦通貨への換算の基準 

      外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して

おります。なお、在外子会社等の資産及び負債は、在外子会社等の決算日の直物為替相場により円貨に換算

し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及

び少数株主持分に含めております。 

   ｅ．収益及び費用の計上基準 

一部の特注品を対象として、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる場合に

は工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の場合には工事完成基準を適用しておりま

す。 

   ｆ．のれんの償却方法及び償却期間 

      のれんは、５年間で均等償却しております。 

      なお、金額が僅少なのれんについては、発生した連結会計年度において一括償却しております。 

   ｇ．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日又は償還日の到来する流動性の高い、容易に換

金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。 

   ｈ．その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

      消費税等の会計処理 

       消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

   （資産除去債務に関する会計基準等の適用） 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用して

おります。 

この変更による当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。 
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（８）表示方法の変更 

   （連結損益計算書） 

     当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づ

き、財務諸表等規則の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)を適用し、「少数株主損

益調整前当期純利益」の科目で表示しております。 

 

（９）追加情報 

    当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業会計基準第25号 平成22年６月30日)を適用

しております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の

金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を記載しております。 

 

（10）連結財務諸表に関する注記事項 
 

 (連結貸借対照表関係) 

 

前連結会計年度 

平成22年３月31日 

当連結会計年度 

平成23年３月31日 

※１．過年度に取得した有形固定資産について、国庫補助

金による圧縮記帳額は、建物及び構築物10,190千円で

あり、この圧縮記帳額を控除しております。 

※１．過年度に取得した有形固定資産について、国庫補助

金による圧縮記帳額は、建物及び構築物10,190千円で

あり、この圧縮記帳額を控除しております。 

  

 ２．当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と貸出コミットメント契約を締結しております。

   当連結会計年度末における貸出コミットメントに係

る借入未実行残高等は次のとおりであります。 

 

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円

借 入 実 行 残 高 ―千円

差 引 額 1,000,000千円
 

 ２．当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と貸出コミットメント契約を締結しております。

   当連結会計年度末における貸出コミットメントに係

る借入未実行残高等は次のとおりであります。 

 

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円

借 入 実 行 残 高 ―千円

差 引 額 1,000,000千円
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(連結損益計算書関係) 

 

前連結会計年度 

自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日 

当連結会計年度 

自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日 

※１．通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下

による簿価切下額 

   売 上 原 価 6,734千円
 

※１．通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下

による簿価切下額 

   売 上 原 価 47,074千円

  

※２．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。 

   給 与 手 当 614,792千円

   賞 与 引 当 金 繰 入 額 36,155千円

   退職給付引当金繰入額 31,364千円

   役員退職慰労引当金繰入額 400千円

   研 究 開 発 費 535,772千円

 

  

※２．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。 

   給 与 手 当 580,150千円

   賞 与 引 当 金 繰 入 額 93,946千円

   役員賞与引当金繰入額 30,000千円

   製品保証引当金繰入額 4,955千円

   退職給付引当金繰入額 13,813千円

   役員退職慰労引当金繰入額 400千円

   研 究 開 発 費 625,191千円

  

※３．一般管理費に含まれる研究開発費は535,772千円で

あります。 

※３．一般管理費に含まれる研究開発費は625,191千円で

あります。 

  

※４．固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 

   工具、器具及び備品 1,021千円
 

※４．固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 

   機械装置及び運搬具 846千円

   工具、器具及び備品 199千円

       計 1,046千円

  

※５．固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 

   機械装置及び運搬具 438千円

   工具、器具及び備品 272千円

       計 710千円

※５．固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 

   機械装置及び運搬具 99千円

   工具、器具及び備品 30千円

       計 130千円

  

※６．固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

   建 物 及 び 構 築 物 663千円

   機械装置及び運搬具 16千円

   工具、器具及び備品 1,146千円

       計 1,826千円
 

※６．固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

   建 物 及 び 構 築 物 2,616千円

   機械装置及び運搬具 3,083千円

   工具、器具及び備品 673千円

   ソ フ ト ウ ェ ア 31千円

       計 6,404千円
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前連結会計年度 

自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日 

当連結会計年度 

自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日 

※７．減損損失 

 当社グループは、以下の資産グループについて減損損失

を計上いたしました。 

用途 種類 場所 

製造設備 機械装置及び運

搬具、工具、器

具及び備品、ソ

フトウェア 

中国江蘇省 

 当社グループは、継続的に収支の把握を行っている当社

の国内の各営業所及び各連結子会社を 小単位とし、グル

ーピングを行っております。 

 平成21年７月31日開催の取締役会において、当社連結子

会社である菊水電子（蘇州）有限公司の解散を決議いたし

ました。これに伴い、同社の有する固定資産について帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として、特別損

失に計上しております。 

 なお、回収可能価額は正味売却価額により測定してお

り、処分可能価額をもとに算出しております。 

 減損損失の内訳は、機械装置及び運搬具1,584千円、工

具、器具及び備品8,832千円、ソフトウェア408千円であり

ます。 

※７．減損損失 

 当社グループは、以下の資産グループについて減損損失

を計上いたしました。 

用途 種類 場所 

(1)営業所 建物及び構築物 愛知県名古屋市 

(2)営業所倉庫 建 物 及 び 構 築

物、機械装置及

び 運 搬 具 、 工

具、器具及び備

品、土地 

大阪府大阪市 

 当社グループは、継続的に収支の把握を行っている当社

の国内の各営業所及び各連結子会社を 小単位とし、グル

ーピングを行っております。 

(1) 営業所 

当社取締役会において、建物の老朽化のため建替え

を決議いたしました。これに伴い、帳簿価額を減額

し、処分費用を加算した金額を減損損失として特別損

失に計上しております。 

なお、当該資産は建替えにより取り壊されるため回

収可能価額はゼロ円と測定しております。 

これによる減損損失の内訳は、建物及び構築物

14,918千円、解体費用2,743千円であります。 

(2) 営業所倉庫 

当社取締役会において、建物の老朽化、資産の効率

化及び財務体質の強化のため営業所倉庫の売却を決議

いたしました。これに伴い、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、処分費用を加算した金額を減損損失とし

て特別損失に計上しております。 

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定して

おり、処分可能価額をもとに算出しております。 

これによる減損損失の内訳は、建物及び構築物

13,875千円、機械装置及び運搬具37千円、工具、器具

及び備品23千円、土地35,636千円、処分費用1,280千

円であります。 

  

───────── ※８．災害による損失 

災害による損失の内訳は、東日本大震災により被災した

固定資産の減損損失5,419千円及び被災した資産の復旧等

に要する費用に係る災害損失引当金繰入額9,831千円であ

ります。 

減損損失につきましては、東日本大震災により下表の営

業所倉庫が被災したことにより当該建物等の取り壊しを予

定しており、これに伴い、帳簿価額を減額し災害による損

失として特別損失に計上しております。 

なお、当該資産は取り壊しを予定しているため回収可能

価額はゼロ円と測定しております。 

これによる減損損失の内訳は、建物及び構築物5,393千

円、工具、器具及び備品25千円であります。 

用途 種類 場所 

営業所倉庫 建 物 及 び 構 築

物、工具、器具

及び備品 

群馬県伊勢崎市 
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 (連結包括利益計算書関係) 

 

  当連結会計年度 (自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 

   １．当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

親 会 社 株 主 に 係 る 包 括 利 益 160,932千円 

少 数 株 主 に 係 る 包 括 利 益 3,547千円 

計 164,480千円 

 

   ２．当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 234,261千円 

為 替 換 算 調 整 勘 定 △8,077千円 

計 226,183千円 

 

 

 (連結株主資本等変動計算書関係) 

 

  前連結会計年度 (自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

 

   １．発行済株式に関する事項 

 

株式の種類 前連結会計年度末 増 加 減 少 当連結会計年度末 

普通株式 (株) 9,900,000 － － 9,900,000 

 

   ２．自己株式に関する事項 

 

株式の種類 前連結会計年度末 増 加 減 少 当連結会計年度末 

普通株式 (株) 633,885 488,688 － 1,122,573 

 (変動事由の概要) 

  増加数の主な内訳は、取締役会決議に基づく自己株式買付による増加488,500株、単元未満株式買取による増加188

株であります。 

 

   ３．新株予約権等に関する事項 

会社名 内   訳 
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株） 
当連結会計年度
末残高(千円) 前連結会計

年 度 末
増 加 減 少 

当連結会計
年 度 末 

提出会社 平成16年新株予約権 普通株式 122,000 － 122,000 － －

 (注) 目的となる株式の数の変動事由の概要 

    平成16年新株予約権の減少は、権利失効によるものであります。 

 

   ４．配当に関する事項 

   （１）配当金支払額 

決 議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式 138,991 15 平成21年３月31日 平成21年６月29日

 

   （２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

       次のとおり決議を予定しております。 

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円) 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 70,219 ８ 平成22年３月31日 平成22年６月30日
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  当連結会計年度 (自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 

   １．発行済株式に関する事項 

 

株式の種類 前連結会計年度末 増 加 減 少 当連結会計年度末 

普通株式 (株) 9,900,000 － － 9,900,000 

 

   ２．自己株式に関する事項 

 

株式の種類 前連結会計年度末 増 加 減 少 当連結会計年度末 

普通株式 (株) 1,122,573 64,500 － 1,187,073 

 (変動事由の概要) 

  増加数の主な内訳は、取締役会決議に基づく自己株式買付による増加64,300株、単元未満株式買取による増加200株

であります。 

 

   ３．新株予約権等に関する事項 

      該当事項はありません。 

 

   ４．配当に関する事項 

   （１）配当金支払額 

決 議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式 70,219 ８ 平成22年３月31日 平成22年６月30日

 

   （２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

       次のとおり決議を予定しております。 

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円) 

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 174,258 20 平成23年３月31日 平成23年６月30日

 

 

 (連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

前連結会計年度 

自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日 

当連結会計年度 

自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

 現金及び預金勘定 1,280,048千円

 有価証券勘定 100,040千円

     計 1,380,089千円

 預入期間が３か月を超える 

 定期預金 
△7,997千円

 現金及び現金同等物 1,372,092千円
  

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

 現金及び預金勘定 1,785,811千円

 有価証券勘定 100,120千円

     計 1,885,931千円

 預入期間が３か月を超える 

 定期預金 
△9,008千円

 現金及び現金同等物 1,876,923千円
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 (セグメント情報等) 

 

 １．事業の種類別セグメント情報 

   前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

    当社グループは、電子計測器、電源機器等の各種電子応用機器の製造、販売を行っているものであり、事業区

分は一つであります。したがいまして、事業の種類別セグメント情報は、開示しておりません。 

 

 ２．所在地別セグメント情報 

   前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

    全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「日本」の割合がいずれも90％

を超えているため、記載を省略しております。 

 

 ３．海外売上高 

    前連結会計年度(自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日) 

(単位：千円) 

 北   米 ア ジ ア ヨーロッパ その他の地域 計 

 海 外 売 上 高 192,743 954,449 97,091 5,543 1,249,828 

 連 結 売 上 高     4,874,112 

 連 結 売 上 高 に 占 め る 

 海 外 売 上 高 の 割 合 
3.9％ 19.6％ 2.0％ 0.1％ 25.6％ 

  (注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

    ２．各区分に属する主な国又は地域 

      (１) 北     米 …… 米国・カナダ 

      (２) ア ジ ア …… 中国・香港・韓国・台湾 

      (３) ヨ ー ロ ッ パ …… オーストリア・英国・ベルギー・フランス 

      (４) その他の地域 …… ブラジル・オーストラリア・南アフリカ 

    ３．海外売上高は、連結会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

〔セグメント情報〕 

（追加情報） 

当連結会計年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21年３月27日)及

び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を

適用しております。 

 

   当連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

当社グループは、電子計測器、電源機器等の各種電子応用機器の製造、販売を行う単一セグメントであるため、

記載を省略しております。 
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 (１株当たり情報) 
 

前連結会計年度 
自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日 

当連結会計年度 
自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日 

１株当たり純資産額 769円67銭

１株当たり当期純損失(△) △7円19銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について
は、１株当たり当期純損失が計上されており、また、希
薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載してお
りません。 

１株当たり純資産額 866円12銭

１株当たり当期純利益 101円83銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について
は、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載
しておりません。 

 

 

 (注) 算定上の基礎 

  １．１株当たり純資産 

項目 
前連結会計年度 
平成22年３月31日 

当連結会計年度 
平成23年３月31日 

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 6,796,330 7,590,065

普通株式に係る純資産額(千円) 6,755,717 7,546,475

差額の主な内訳(千円) 

 少数株主持分 40,613 43,590

普通株式の発行済株式数(株) 9,900,000 9,900,000

普通株式の自己株式数(株) 1,122,573 1,187,073

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株

式の数(株) 8,777,427 8,712,927

 

  ２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

項目 
前連結会計年度 

自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日 

当連結会計年度 
自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日 

連結損益計算書上の当期純利益又は 

当期純損失(△)(千円) 
△65,250 891,169

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益又は 

当期純損失(△)(千円) 
△65,250 891,169

普通株式の期中平均株式数(株) 9,076,813 8,751,614

潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定に

用いられた普通株式増加数の主要な内訳(株) － －

普通株式増加数(株) － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜

在株式の概要 

───────── ───────── 

 

 (重要な後発事象） 

 

  該当事項はありません。 

 

４．その他 

（１）役員の異動 

  ① 代表者の異動 

     該当事項はありません。 

  ② その他役員の異動 

     該当事項はありません。 

（２）その他 

    該当事項はありません。 
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